
自分の言葉で表現する子（３・４年複式学習） 
～保育所との交流を通して～ 

第３・４学年の実践 

はじめに 

 ３年生３名・４年生４名の複式学級である。日頃から読書を好み、自然に豊かな表現を身に付けている子がいる一

方で、あまり活字を好まず、教科書の文章を読んでもなかなか意味をつかむことができない子もいる。そこで今回の

学習では「保育所の子に伝える」という目的をもち、進んで文章を読み取り自分の言葉で表現する楽しさを味わって

ほしいと考えた。 

 

１ 単元名  保育所の子に伝えよう！チャレンジャーニュース   「ありの行列（３年）」「かむことの力（４年）」 

 

２ 単元の目標 

段落やまとまりに注意しながら読み、読み取った内容を保育所の子に分かりやすく説明する。 

 

３ 単元について 

どちらの学年も説明文単元である。３年生の教材「ありの行列」は、身近な生き物の秘密を、４年生の教材「かむこ

との力」は、新たな視点で自分自身の体や生活を説明している。このことから子どもたちは興味をもって学習に取り組

むことができると考えた。また、どちらの教材も典型的な説明文の構成で書かれていることから、段落のつながりを意

識しやすい教材だと言える。 

 

４ 読む力を付けるための手立て 

①目的意識をもたせる取組 

 「学習したことを、保育所の子たちに教えてあげよう」という目的をもたせ、学習を進めた。教科書の文のままでは

小さい子たちには難しすぎるため、難語句は分かりやすい言葉にする必要がある。明確な相手意識をもたせること

により教材をよみこなし、より分かりやすく表現しようという意識が高まると考えた。 

②動作化・操作活動を取り入れた読み取り 

 読み取りの際、動作化を取り入れたり、ありのペープサートや歯の模型を使ったりすることにより、内容が理解し

やすくなると考えた。また、保育所での発表時に、それらを操作し、小さい子たちにも分かりやすく伝えることが

できると考えた。 

 

５ 指導の実際 

単元のゴールの設定 

 発表が大好きな７名は、前単元で低学年に音読発表をした。今回は保育所の子に向けて発

表したいという願いをもち、それを単元のゴールと設定した。そのために「①書いてある内

容を正確に理解すること②分かったことを小さな子にも分かるような簡単な言葉に直すこ

と」に力を入れ、学習を進めた。 

操作活動を取り入れた読み取り 

 ３年生「ありの行列」では、ペープサートを使って読み取りを行った。文章に合わせてペ

ープサートを操作することにより実験の内容や結果について理解を深めることができた。特

に時間の経過を表す「しばらくすると」「やがて」などの言葉に着目し、「まだありは列を作

ありは、おしりから特別な

においを出しています！ 

   （３年生の発表より） 



らないよ。」「１の実験が終わってから次の疑問をもったんだね。」と３人で確認しながら学習を進めることができた。 

 ４年生は、歯の模型を使ったり自分のあごを押さえたりしながら文章を確認していた。難しい言葉は国語辞典を引

き、簡単な言葉に言い換えようとする姿も見られた。 

ニュース形式での発表 

読み取りを終え発表原稿を作る際、保育所の子たちが楽しめる内容にしようと考えた。そ

こで、それぞれの内容をニュース形式にし、キャスターとレポーターの役割分担を行った。

発表が大好きな７人は、とても意欲的に取り組み、繰り返し原稿を読み練習する姿が見られ

た。キャスターは実験内容を分かりやすく伝えること、レポーターは実験過程と結果をペー

プサートや模型を使って説明することができた。保育所の子たちも３年生にありの巣につい

て質問したり、４年生の発表を聞いてあごを動かしてみたりと、興味をもって聞いてくれた。 

 下は，３年生の発表原稿の一部である。 

 

 

６ 成果と課題 

○ 小さい子に分かりやすく発表したいという思いから、まず自分がしっかり理解しなくてはいけないという意識が

高まった。そのため、何度も本文を読み返し正確に読み取ろうとする姿が見られた。 

● 段落やまとまりに気を付けて読むことは意識できたが、次単元の「書くこと」の学習

ではそれを生かすことができなかった。日頃から自分の書きたいことを整理し，構成

するといったスモールステップでの指導を繰り返すことが必要である。 

 
小さい子も集中して聞いてく

れました。 
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脳みそから，「よく噛みな

さい」と命令が出ます！ 

   （４年生の発表より） 


